
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表①「熟議から、学校の魅力を再発見」 
岩手県立気仙光陵支援学校  
副校長 沼﨑 貴志 氏 

●熟議の活用 
「学校の魅力（12年間を通じた指導・進路 
指導の手厚さ）」を再確認 

●教職員の学校運営協議会参加 
当事者意識の醸成への寄与 

●学校の魅力を伝えるリーフレットの作成 
生徒の卒業後の活躍について記載したリーフ
レットの作成 

 岩手県教育委員会事務局 
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「まなびネットいわて」には、文部科学省が作成したパンフ

レットや全国の事例紹介があります。また、岩手県が作成した

資料や県内の事例等の紹介もあります。ぜひ、ご覧ください。 

令和５年９月８日発行 第 31号 

 今回は、7月４日（火）に沿岸南部教育事務所が開催した「地域とともにある学校づ

くり」推進フォーラムについてご紹介します。 

沿岸南部教育事務所「地域とともにある学校づくり」推進フォーラム 

 

発表②「地域全体で子どもを見守り育てるために  
～平田小学校地域学校協働活動の取組から～」 

 釜石市立平田小学校 副校長 今津 みどり 氏 
●地域コーディネーターの選定のポイント 
 学校ボランティア等の経験者（学校の理解者） 
 地域の特色や実情についての理解者 
●地域住民（学校ボランティア）との連携 
計画書の作成、学校ボランティアとの打ち合わせ 

●教育効果を高める地域学校協働活動 
校地内の草刈り、マラソン大会、ミシン学習、 
生活科の引率補助等の支援等 

発表③「遠野市のコミュニティ・スクール 
「試行の年」の取組から見えてきたこと」 

遠野市教育委員会事務局 生涯学習スポーツ課  
主任兼社会教育主事  佐々木 一樹 氏 

●段階的なコミュニティ・スクールの導入 
「準備」→「試行」→「トライアル＆エラー」 

●地域学校協働活動推進員の資質向上 
 コーディネーター連絡会議 
 CS 推進研修会（熟議のファシリテート方法 
の研修等） 

●教育委員会による伴走支援 
学校運営協議会・学校部会の視察 

研修会の実施・制度の PR 等 

91名の関係者が参加し、実践発表に対する感想交流や、地域学校協働活動において

地域ボランティアや保護者等が意欲的に参加するための手立てについて、大変活発に

意見交流がなされました。 
＜実践発表の内容から＞ 

＜参加者の感想から＞ 

意見交流で、学校運営協議会委
員の方とお話をした。地域で子
どもたちを育てていくことの大
切さ、大人との交流を通して学
ぶことの大切さを実感したとお
話しされていた。 

「やらなければ」という意識が
強く、何となく負担に感じてい
たが、本日の発表を聞いて、地
域の方の力をお借りして、とも
により良い学校運営を推進して
いくことの良さを知ることがで

きた。 

学校運営協議会において、子ど
もの育成のために、協力した
り、協議したりしていく姿勢が
大切だと感じた。熟議を重ねな
がら少しずつ良い関係を構築し
ていきたい。 


